第５回学校適正配置羽黒地域検討委員会　会議概要
○　日　　時　　平成２６年１１月１８日（火）　午後７時～７時５０分
○　会　　場　　羽黒公民館　講堂
○　次　　第　　１．開　会

　　　　　　　　２．挨　拶
　　　　　　　　３．議　事
　　　　　　　　　（１）報　告

　　　　　　　　　　　　①学校適正配置の検討状況

②羽黒第一小学校区懇談会における検討結果
　　　　　　　　　（２）協　議

・地域検討委員会としてのとりまとめについて
４．その他

５．閉　会

○　公開・非公開の別　　公開
○　傍聴者の人数　　　２人

○　審議事項
　（１）報告

　　　①学校適正配置の検討状況

　　　　（事務局説明）

　　　　　・鶴岡市全体における学校適正配置の進捗状況について説明

　　　　（質疑・意見）

　　　　　・検討未了地域の結果の中で、「平成２８年度での統合は（見送る）」と「平成２８年度は統合しない」いう報告があったが、どういうことか。
　　　　　・今回の計画で、統合年度を平成２８年度にした経過を再度説明してほしい。
　　　　（事務局回答）

　　　　　・今回の計画期間内での統合は難しいが、次の計画があることを承知しているので、再度十分に検討しなければならないとの含みを持たせた報告となったようである。

　　　　　・平成２２年度に基本計画を検討した時点で、将来的な児童数を予測できたのが平成２８年度までであった。検討時にすでに出生していた児童が小学校に入学するまでには複式学級の解消を図ることを目標とした。
　　　②羽黒第一小学校区懇談会における検討結果

　　　　（羽黒第一小学校区懇談会からの報告）

　　　　　　本年２月に開催された第３回羽黒地域検討委員会において、統合への賛否が二分し、地元意向をまとめることが出来なかった旨を報告したが、検討期間を１０月まで延長したうえで、再度懇談会において協議するよう要請があった。
　　　　　　これを受けて、羽黒第一小学区懇談会では、あらためて懇談会を開催し、８月以来、協議を重ね、１０月２４日の第１０回懇談会において、平成２８年４月に統合するか、あるいは統合しないかについて、当日の出席委員の過半数の意思をもって懇談会の最終的な結論とすること確認し、当日の出席委員２５名のうち、会長を除く２４名で投票を行った。
その結果、「統合する」が１１票、「統合しない」が１３票となり、平成２８年４月１日に統合しないことを最終集約結果に決定した。
（２）協議
①地域検討委員会としてのとりまとめについて

　　　　（事務局説明）

　　　　　・羽黒第一小学校区で統合に対する地域合意が得られなかったという結果は、現段階での意向として尊重していただき、地域検討委員会としての最終的な結論は、学校再編計画をとりまとめることはできなかったということでご承認いただきたい。
　　　　　・なお、今次の計画で複式学級の解消が図られなかった学校については、検討対象校という位置づけは変わらず、平成２８年度からスタートする次期計画において、引き続き議論をいただく予定である。

　　　　（懇談会からの報告及びとりまとめへの質疑・意見等）

　　　　　・懇談会のメンバーはどのようになっていたのか。
　　　　　・自分は懇談会の委員だったが、統合できなかったのは断腸の思いだ。子どもの事を中心に考えた場合、複式学級という状況は絶対にあってはならないと思うが、現実には複式学級が存在している。ただ、羽黒一小の場合は本格的な複式学級にはなっていない。その点も説明したが、受け入れてもらえなかったし、時期尚早という感じであった。本格的な複式学級になってから困ってくることも考えられる。今後は、現在の県立高校の再編化のような、ある程度のルールを作っておくべできはないか。
　　　　　・今回統合しないという結論になった他の学校のＰＴＡ会長から、検討経過などについて聞く機会があったが、学校が地域に非常に浸透していて、地域行事や地域での活動の面で統合に難色を示したようである。羽黒一小の場合も、学校の地域に対する役割が非常に大きいと認識しているが、統合について考える時間がもう少し必要だったのではないかと思う。今後も検討は続くとのことだが、子ども達を中心に、統合してよかったとなることを願う。
　　　　　・今年度に懇談会の委員がかなり変わり、それまでの議論や複式学級への危機感などについて、新しい委員にうまく伝わらなかったのではないかと感じている。学校と地域行事との関わりへの課題は、今後地域コミュニティ化の中でも検討していただき、その部分を解決してから学校統合の議論をすればもっとスムースに進むのではないかと思う。
　　　　（事務局回答）

　　　　　・懇談会の委員の構成としては、区長、小学校ＰＴＡ代表、未就学児保護者、老人クラブ支部長、教育振興会長、公民館長、有識者など２９名となっている。
　　　　（結論）

　　　　　・羽黒第一小学校区懇談会からの最終報告を尊重する。

・羽黒地域検討委員会としては、学校再編計画（学校統合、統合の時期、統合新校の位置についてまとめたもの）を取りまとめるに至らない。

　　　②その他

　　　　（学校適正配置全般に関しての意見等）
　　　　　・子どもが大変少なくなっているが、三小学区には宅地分譲で若い世代が増えた。子どもを増やすために手向地区に宅地開発をすることは無理なのか。また、手向地区の歴史的な学校行事に関し、ぜひ通学したいという希望があれば、他の学区からの就学が可能なのかどうか。複式学級の解消の方法としてあわせて検討してはどうか。
　　　　　・羽黒三小と羽黒四小は統合準備委員会で協議をしているが、羽黒三小側では吸収するという感じで捉えている印象をうけている。統合するということは、大変な問題がたくさんあると実感しているが、羽黒地域には二つの小学校という形で進んでいけばと思う。
　　　　　・子ども達のことだけを考えれば、大勢の学校の方がよいことがたくさんあると思うが、地域的なものを大きく背負っている学校の統合は大変であると感じた。
　　　　　・自分は羽黒三小学区だが、羽黒四小と統合になることに特段抵抗はなく受け入れられることだったが、羽黒一小では昔からの行事がたくさんあるということで、受け入れ難い問題なのかと考えさせられた。
　　　　　・先にも発言があったが、今後はルールや枠組みを決めて、それをもとに話を進めていけばいいのではないか。
　　　　　・羽黒一小は現在６０数名で、複式学級も１つなので、計画とは逆行するが生き残る方面での検討をしてはどうかと感じた。
※その他としての審議事項なし。

